
都単独医療費助成制度の認定基準の見直しについて 

【対象疾病及び認定患者数】          Ｈ29.7末現在（速報値） 

都単独医療費助成制度の現状 

○ 認定基準 
  診断基準を満たすものを対象とする。 
 
○ 認定期間 
 新規： 申請日以降直近の７月末（５月から７月の申請の場 
   合は、翌年の７月末）まで 
 更新：有効期間満了日の翌日から１年間 

【認定基準及び認定期間】 

○ 診断基準の見直し 
  現行の診断基準は、１０年以上見直されておらず、現  
 代の医学にそぐわないものがある。 
 

○ 重症度分類の導入 
    平成２７年１月に施行された難病法においては、認定  

 基準に診断基準のみでなく、重症度基準も加えられて 

 おり、整合が図れていない。 

課題 

 
○ 平成２７年度 
    特殊疾病対策協議会及び同協議会疾病部会において、見直 

  しの方向性及び方法について、了承を得た。 
   

○ 平成２８年度 
   東京都の難病専門研究事業により、該当疾病に関し専門的 
  知見を有する医師に基準の分析を委託した。その際、必要に 
  応じて、国の研究班又は専門学会の意見を聴きながら実施す 
  ることとした。 
 
○ 平成２９年度 
  各研究者から提出された報告書に基づいて、認定基準及び 
 臨床調査個人票（診断書）の改正案を作成し、特殊疾病対策 
 協議会疾病部会において、検討を行った。 
 
⇒ 本協議会において、当該部会案について検討を行った後、  
 新たな認定基準及び臨床調査個人票を決定する。 

認定基準案の検討について 

【経過措置】 

 平成２６年以前に認定を受けていたものについては、平成
２９年１２月３１日までは経過措置対象者として全例認定、
自己負担上限額も軽減 

資 料 １ 


